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居久根（イグネ）
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発表の要点

居久根（イグネ）＝屋敷林

– 20mの範囲だけ除染

–家の中の空間線量率は依然として高い

（仮説）

–居久根の林床部を剥ぎ取り地中埋設すれば線量
率を下げられる（イグネ除染）

（試験）

–居久根内の線量率と空間的ばらつき（初期状態）

–イグネ除染の効果 3



方法 場所
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福島県飯舘村比曽地区
K氏の居久根

・スギ（一部広葉樹）の林地
・東西120m南北に80m
・北および東方向に緩やかに
下り勾配
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気象計

気温・相対湿度・
降水量・風向風速

2016年1月に10m間隔で

放射線計を格子状に４台
（ABCD）を設置

1m高さの空間線量率を
モニタリング

【Cs濃度測定】
・落葉（L層）
・腐植土（F層）
・土壌（A層）



1m高さの空間線量率の変化
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融雪により急激に上昇

地表面からの放射線を雪が遮蔽



各層の1cm直上における空間線量率

9居久根内の放射線は主に地表面の落葉や腐植土から飛んでくる



各層の放射性Cs濃度(kBq/kg湿)
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数字は土壌5cmの
平均Cs濃度

Csの多くが表層の腐植土に留まり土壌中への移動していない



直線上の層別Cs濃度(kBq/kg湿)
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土壌は腐植土の約1/5

居久根内には広範囲でCsが表層に留まっている



直線上における各層のCs放射能割合
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腐植土層に70～80％の放射性Csが存在

落葉と腐植土を5cm程度除去すれば放射線量を1/5程度
に下げられることが期待できる



イグネ除染
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一次除染： 6月24-26日

二次除染
8月6-7日

6月23日 ホットスポット除染

6月12日 地表面の枯れ枝移動

除染効果
3.0  0.6 uSv/h

http://ns2.misao.co.jp/hiso/3
μSv/h
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・小型のユンボを使って
・落葉と腐植土を10cm程度剥ぎ取り
・深さ1mの粘土層上の穴に埋設
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一次除染： 6月24-26日

6月23日 ホットスポット除染

二次除染
8月6-7日



まとめ

• 居久根内の10m離れた４地点における空間
線量率は場所によってばらつきがあった

• 放射性Csは表層の腐植土に留まり土壌中へ
の移動が進んでいなかった

• 落葉と腐植土を10cm程度削って埋設したとこ
ろ、空間線量率が劇的に低下した
– 除染効果：3.0  0.6 uSv/h
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